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１． まえがき

情報処理学会「人文科学とコンピュータ」シンポジウム，愛称「じんもんこん」は，情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会により運営・実施されているシンポジウムです．人文科学の研究領域への情報技術の応用，人文科学分野で取り扱われるさまざまな情報に対する情報科学的研究など，広く人文科学と情報科学・技術との境界領域での文理融合的研究を発表，議論することにより，相互交流の活性化をはかるためのシンポジウムです．
なお,この文書は本シンポジウムへの概要論文の作成の仕方，査読方針などについて述べ，またこれ自体が概要論文の書式見本となることを意図したものです．投稿前によく読んで下さるようお願いします．
2 ．投稿の概要

じんもんこんでは，投稿された「概要論文」についてプログラム委員を中心とする各分野の専門家複数人による査読を行い，採否を判断します．概要論文が採択されると，シンポジウム当日に参加者に配布される論文集[1]のための論文を提出していただきます．論文集は，提出された論文原稿をそのまま写真製版し印刷します．この原稿を「カメラレディ論文」と呼びます．
概要論文はA4用紙に２ページです．また，論文集印刷用のカメラレディ論文は同じくA4用紙に８ページ以内で作成していただきます．最終カメラレディ論文の書式や作成要領の詳細については，論文採択の通知時にお知らせします．

3．発表の形式
じんもんこん2011では，口頭発表，ポスター発表，デモ発表の３種類の発表形式を計画しています．

(1) 口頭発表：１件あたりの，質疑を含む発表時間は30分程度．２つのセッションを平行して実施する予定です．
(2) ポスター発表：決められたサイズ以内に用意されたポスターをもとに発表してもらいます．決められた時間帯（１～２時間）は会場に待機して，聴衆からの質問に答えるなど密度の高い討論ができます．ポスター発表の会場では複数（10件程度を予定）の発表が同時に行われます．

(3) デモ発表：ポスター発表と同様ですが，さらに会場にPC等の機器を持ち込んで実際に動作させながら発表していただきます．
いずれの発表形式の場合も，概要論文の提出と査読，論文集用カメラレディ論文の作成と提出が必要です．また，発表者の希望する発表形式は，概要論文の提出時にお申し出ください．
なお，概要論文の実際の投稿状況によっては，ポスター発表，デモ発表は実施しない場合があります．また，実施する場合でも，必ずしも希望する発表形式で発表いただけない場合もありますので，ご了承ください．

４．概要論文作成上の注意

概要論文は必ず２ページで作成してください．少ないページ数ですが，これを元に発表論文の採否を判定しますので，そのための必要十分な内容を含めるように，また分かりやすく記述するように留意してください．規定の枚数以上の概要論文は内容の如何にかかわらず採択されない場合があります．
書式については以下のとおりです．

(1) A4用紙に，本原稿執筆見本に示す体裁に従って内容の記述・図表の組み込みを行います．本文は，１段組，２段組のどちらでも構いません．
(2) 使用言語は日本語または英語とします．
(3) １ページ目のタイトル部分は，論文表題，著者名，所属，連絡先(E-mailアドレスを含む)，キーワード，希望発表形式は本原稿執筆見本に従って，記入して下さい．
(4) 文字の大きさは，本原稿執筆見本を参考にしてください．

(5) 参考文献は，[2]のように書いてください．

キーワードを参考にして査読担当者を選定しますので，論文および研究の内容を適切に表すキーワードを複数記入してください．

プログラム委員会から論文採否等の連絡をするために確実に連絡の取れる連絡先を記入してください．連名発表の場合は，代表者の方の連絡先を記入してください．プログラム委員会からの連絡は，原則としてEmailによって行いますので，Emailアドレスを併記してください．

　希望発表形式は，「口頭発表」「ポスター発表」「デモ発表」「どれでもよい」の４つの中からどれかを明記してください．

５．概要論文の査読について

概要論文の査読の基準として，①適合性②信頼性③新知見④有用性の４点を設定しています．
①適合性は，論文がシンポジウムの趣旨にかなっているかどうか，人文科学へあるいは情報科学のいずれかに偏った内容でないか．学術発表としてふさわしいものか，を評価します．シンポジウムのテーマおよび発表のトピックの例は，論文募集案内にあるとおりですが，必ずしもこれだけに限定されるわけではありません．人文科学と情報科学・技術との融合・連携・協調・対比などに関連するものであれば，広く歓迎します．ただし，情報技術がどう利用されているのかが分からないような人文科学の研究，どのように人文科学領域に寄与・関連しているのかが分からない情報科学・技術の研究については，その研究内容の優劣にかかわらず，適合性を満たさないと判定され，採択されない場合がありますので，概要論文の作成にあたっては，十分に注意してください．
②信頼性は，信頼できる内容が示されているかどうか，間違った記述，あいまいな記述がないか，を評価します．

③新知見は，新たな内容が提示されているかどうか，すでに明らかになっている事実を成果としてあげていないか，を評価します．本シンポジウムは境界領域を扱うことから，周知の方法の応用であっても（新規性が乏しくても），読者や聴衆に新しい知見を与えるものを積極的に評価したいと考えます．

④有用性は，人文科学にあるいは情報科学に有用な成果が得られているかを評価します． 
上に述べた基準のほか，本シンポジウムにおける論文採択の方針は，基本的に情報処理学会論文集の指針[4]に準じます．この指針自体は研究の最終成果としての論文集に関するものですが，それに至る研究途上の成果発表の考えかたについては，本シンポジウムも準じるものとします．

なお，査読基準は今後，改訂される可能性がありますので，最新の情報については人文科学とコンピュータ研究会ホームページで確認してください．

６．概要論文の投稿

概要論文は以下の送付先に送ってください．明瞭に印刷したものを郵送していただいても構いませんが，Emailによる電子投稿を原則とします．Emailによる概要論文送付方法は以下のとおりです．
メールアドレスsympo-ronbun@jinmoncom.jpへ概要論文を添付してお送りください．なお，メールの件名は「じんもんこん2011概要論文投稿（代表者名）」として括弧内に代表者氏名をいれてください．メール本文中には以下の項目を記述してください．
(1) 著者（所属略称）確定している場合は発表者の名前の前に○印をつける．
(2) 論文タイトル．
(3) 希望発表形式．
(4) 代表連絡先（メールアドレス・機関名・住所・電話番号）．
(5) その他連絡事項．
概要論文は，ワードまたはPDFのどちらかの形式のファイルをメールに添付で送ってください．ただし，画像を多く含む論文の場合，データ量が2メガバイトを超えないように注意してください．

印刷したものを郵送する場合は、時間的に余裕をもってあらかじめ上記アドレス宛てにメールにてお問い合わせください．
概要論文の応募締切りは，2011年9月14日（水）必着です．メールシステムのトラブル，郵便の遅れ等を考慮して，余裕をもっての投稿をお願いします．

投稿には必ず受付通知をお返ししますので，万一通知が来なかった場合はお問い合わせください．

図や画像を含む原稿をPDF化する場合，オプションの設定により，図や画像の出力品質が劣化することがあります．ファイルサイズがあまり大きくならない範囲内で，PDF化する際の，圧縮，リサンプリングなどのジョブオプションの値を適切に選んで作成してください．投稿前に，ご自身で印刷してよく確認してください．
７．著作権について

採択された論文を論文集に掲載するにあたっては，情報処理学会の著作権規定に従って，論文の著作権（版面著作権）を情報処理学会へ譲渡する手続きをしていただくことになります．詳細は[3]をご覧ください．

８．あとがき

実行委員会およびプログラム委員会は，多くの研究発表により，実りあるシンポジウムとなることを願っています．皆様の投稿・参加・ご協力をお願いいたします．
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